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本書は一般の方々の便宜のた
め有志により作成されたもので、
ATMEL社とは無関係であること
を御承知ください。しおりのはじ
めにでの内容にご注意ください。

AVR32917 : picoPower基板の開始に際して

1. 序説
ATMEL®のpicoPower技術はMCU性能を維持するのと同時に節電を提供します。picoPowerが
可能なﾏｲｸﾛ ｺﾝﾄﾛｰﾗは活動と休止の動作形態に於いて消費電力を減らす多くの技法と連携
し、未だどの休止形態からも素早く反応します。picoPower基板の目的はAVR®とAVR32ﾏｲｸﾛ 
ｺﾝﾄﾛｰﾗの一般的な節電機能に精通することです。

この資料はATmega48PA, ATxmega32A4, AT32UC3L064のpicoPower機能を記述します。

要点
■ picoPower®基板紹介
■ 評価実演応用内包

図1-1. picoPower基板

2. picoPower基板

2.1. 特徴的な動作形態

picoPower基板は各ﾃﾞﾊﾞｲｽに対する4つの動作形態が特徴です。

ATmega48PAとATxmega32A4に関する動作形態は以下です。

・ 活動動作
・ ｱｲﾄﾞﾙ動作
・ ﾊﾟﾜｰｾｰﾌﾞ動作
・ ﾊﾟﾜｰﾀﾞｳﾝ動作

AT32UC3L064に関する動作形態は以下です。

・ 活動動作
・ ｱｲﾄﾞﾙ動作
・ RTCを伴う静止動作
・ RTCを伴わない静止動作

動作形態を切り替えるには、ﾃﾞﾊﾞｲｽの下の釦を押すことだけが必要です。一旦ｷｰが押されると
LEDが点灯し、ｷｰが開放されるまで点灯状態に留まります。関連するﾃﾞﾊﾞｲｽは一旦LEDが
OFFに替わると、対応する動作形態へ移行します。

例えば、ATmega48PAﾃﾞﾊﾞｲｽ下の釦を1度押したなら、ｱｲﾄﾞﾙ(Idle)LEDが点滅し、ATmega48P 
Aはｱｲﾄﾞﾙ動作へ移行してしまうでしょう。釦を再び押してください。ﾊﾟﾜｰｾｰﾌﾞ(Power Save)LED
はﾃﾞﾊﾞｲｽがこの動作形態に切り換わるために1度点滅するでしょう。

各ﾃﾞﾊﾞｲｽに対する各種動作形態の詳細は表2-1.～表2-3.で表されます。

暫定
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表2-1. ATmega48PAの動作形態詳細

動作形態 CPUﾃﾞｰﾀｼｰﾄでの動作形態 32.768kHzｸﾘｽﾀﾙ全周辺機能 ｸﾛｯｸ周波数

活動 活動(標準) ON OFF OFF 1MHz

ｱｲﾄﾞﾙ ｱｲﾄﾞﾙ OFF OFF OFF 1MHz

ﾊﾟﾜｰｾｰﾌﾞ ﾊﾟﾜｰｾｰﾌﾞ OFF OFF ON N/C

ﾊﾟﾜｰﾀﾞｳﾝ ﾊﾟﾜｰﾀﾞｳﾝ OFF OFF OFF N/C

(注)

(注)

注: 1MHzのｸﾛｯｸは正確な消費値を得るために、「AVR053:内蔵RC発振器の校正」に従って校正されることが必要です。ここで
表されるATmega48PAに関する消費はこの構成設定に基いています。

表2-2. ATxmega32A4の動作形態詳細

動作形態 CPUﾃﾞｰﾀｼｰﾄでの動作形態 32.768kHzｸﾘｽﾀﾙ全周辺機能 ｸﾛｯｸ周波数

活動 活動(標準) ON OFF OFF 2MHz

ｱｲﾄﾞﾙ ｱｲﾄﾞﾙ OFF OFF OFF 2MHz

ﾊﾟﾜｰｾｰﾌﾞ ﾊﾟﾜｰｾｰﾌﾞ OFF OFF ON N/C

ﾊﾟﾜｰﾀﾞｳﾝ ﾊﾟﾜｰﾀﾞｳﾝ OFF OFF OFF N/C

表2-3. AT32UC3L064の動作形態詳細

動作形態 CPUﾃﾞｰﾀｼｰﾄでの動作形態 32.768kHzｸﾘｽﾀﾙ全周辺機能 ｸﾛｯｸ周波数

活動 活動(標準) ON OFF ON 50MHz

ｱｲﾄﾞﾙ ｱｲﾄﾞﾙ OFF OFF ON 50MHz

ﾊﾟﾜｰｾｰﾌﾞ RTCを伴う静止 OFF OFF ON N/C

ﾊﾟﾜｰﾀﾞｳﾝ RTCを伴わない静止 OFF OFF OFF N/C

2.2. ﾊｰﾄﾞｳｪｱ回路図

picoPower基板の回路図は図2-1.で示され、picoPower基板の裏側にも印刷されています。

図2-1. picoPower基板の回路図
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2.3. 動作電圧

ﾃﾞﾊﾞｲｽの給電に関してpicoPower基板はUSBﾐﾆ ｺﾈｸﾀが特徴です。2つの(電圧)調整器がUSB 5V電源から1.8Vと3.3Vを個別に生成
します。

3.3Vは3つのﾃﾞﾊﾞｲｽ全てに供給され、ATmega48PAとATxmega32A4に対してだけ必要な電圧です。AT32UC3L064は動作形態に依
存して、3.3Vと1.8Vのどちらかによって給電することができます。

AT32UC3L064用の2ﾋﾟﾝのｼﾞｬﾝﾊﾟは電源をVDDIOとVDDCOREに接続します。VDDCOREは1.8Vだけで給電されるべきです。この
制限を越えるどんな電圧もﾃﾞﾊﾞｲｽに物理的な損傷を引き起こし得ます。

警告: １.8Vｼﾞｬﾝﾊﾟは1.8V電源が接続されている場合にだけ設定されなければなりません。1.8Vｼﾞｬﾝﾊﾟは3.3Vが接続中、開放されな
ければならず、さもなければﾃﾞﾊﾞｲｽが損傷するかもしれません。



3

AVR32917

2.4. 電流測定

ATmega48PAまたはATxmega32A4の消費電流を測定するには、
関連するｼﾞｬﾝﾊﾟを取り外して、図2-2.で示されるように電流計を接
続してください。

ﾃﾞﾊﾞｲｽがどの動作形態かを確認するためにﾃﾞﾊﾞｲｽの下のｷｰを押
してください。一旦ｷｰが開放されてLEDがOFFに替わると、ﾃﾞﾊﾞｲ
ｽは対応する動作形態へ移行します。

図2-2. ATmega48PAとATxmega32A4用電流計接続
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AT32UC3L064で消費電流を測定するには、図2-3.
で示されるように電流計を接続してください。

標準休止形態と停止形態に対して異なる電源接続
が必要とされるため、調整された両方の電圧が示さ
れます。

3ﾋﾟﾝのｼﾞｬﾝﾊﾟの目的は同じ基台で全ての動作形態
を支援することです。停止形態に対して、電力形態
設定は1.8V調整されたI/O線での3.3V供給形態で
あるべきですが(UC3Lﾃﾞｰﾀｼｰﾄの3.5.3.3.項参照)、
他の全ての形態に対して、最低消費電力のために
電源として1.8Vだけを使用します(動作条件に関す
る詳細についてはUC3Lﾃﾞｰﾀｼｰﾄの32.5.項参照)。

ｼﾞｬﾝﾊﾟ

図2-3. AT32UC3L064用電流計接続
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2.5. 消費電力

以降の副項目内の図表は対応するﾃﾞｰﾀｼｰﾄからの抜粋で、測定用の基準として用いることができます。図表は各種動作形態に於け
る代表的な消費電流を示します。

2.5.1. ATmega48PA

図2-4. 活動形態でのATmega48PA (1MHzで走行するﾃﾞﾊﾞｲｽ)
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図2-5. ｱｲﾄﾞﾙ形態でのATmega48PA (1MHzで走行するﾃﾞﾊﾞｲｽ)
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図2-6. ﾊﾟﾜｰｾｰﾌﾞ形態でのATmega48PA
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図2-7. ﾊﾟﾜｰﾀﾞｳﾝ形態でのATmega48PA
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2.5.2. ATxmega32A4

図2-8. 活動形態でのATxmega32A4 (2MHzで走行するﾃﾞﾊﾞｲｽ)
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図2-9. ｱｲﾄﾞﾙ形態でのATxmega32A4 (2MHzで走行するﾃﾞﾊﾞｲｽ)
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図2-10. ﾊﾟﾜｰｾｰﾌﾞ形態でのATxmega32A4
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図2-11. ﾊﾟﾜｰﾀﾞｳﾝ形態でのATxmega32A4
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2.5.3. AT32UC3L064

表2-4. 各種形態に於けるAT32UC3L064に関する消費電流

動作形態 測定点条件 代表消費電流 単位

活動 1待ち状態のﾌﾗｯｼｭ ﾒﾓﾘから再帰ﾌｨﾎﾞﾅｯﾁ算法を実行するCPU Amp0 300

ｱｲﾄﾞﾙ Amp0 150
μA/MHz

凍結 Amp0 90

ｽﾀﾝﾊﾞｲ Amp0 70

休止 Amp0 30

深い休止 Amp0 20

ASTとOSC32K走行 Amp0 7
μA静止

ASTとOSC32K停止 Amp0 5

ASTとOSC32K走行 Amp0 1.5
停止

ASTとOSC32K停止 Amp0 0.1

3. ﾌｧｰﾑｳｪｱ

3.1. 全般

ﾌｧｰﾑｳｪｱの主目的は現在の状態に基いて各種休止形態へ移行することです。この状態はｷｰが押された時に更新されます。

ATmega48PAとATxmega32A4については、ｷｰ押下がﾋﾟﾝ割り込みを起動します。割り込み処理ﾙｰﾁﾝに於いて状態が更新され、その
後に主繰り返しに於いてそれに応じた休止形態が設定されます。

AT32UC3L064に対して、ｷｰ押下はﾁｯﾌﾟをﾘｾｯﾄします。状態変数はRAMに格納され、ﾘｾｯﾄはそれを解除せず、故に各ﾘｾｯﾄは休止
形態を変更させます。
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3.2. 流れ図

図3-1. ATmega48PAとATxmega32A4用流れ図
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4. 操作手順

4.1. ｲﾝｽﾄｰﾙ

この応用記述と共に供給されるｺｰﾄﾞをｺﾝﾊﾟｲﾙするには、開発ﾂｰﾙのAVR Studio、AVR32 Studio、GNU Toolchainのｲﾝｽﾄｰﾙが必要
です。

4.2. ﾃﾞﾊﾞｲｽのﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ

各ﾃﾞﾊﾞｲｽに対応したﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄを開き、ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄを構築してELFﾌｧｲﾙを作成してください。そして関連するﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ ﾍｯﾀﾞを用いて
ﾁｯﾌﾟ内に格納して(書き込んで)ください。

各ﾃﾞﾊﾞｲｽは独立したﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ ﾍｯﾀﾞを持ちます。ATmega48PAはISPを用い、ATxmega32A4はPDIを用い、そしてAT32UC3L064は
JTAGを用います。

JTAGICEmkⅡでの接続は各種ﾃﾞﾊﾞｲｽに関して図4-1.～図4-3.で示されます。

図4-1. ATmega48PAに対するJTAGICEmkⅡ接続 図4-2. ATxmega32A4に対するJTAGICEmkⅡ接続

図4-3. AT32UC3L064に対するJTAGICEmkⅡ接続
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4.3. 電流測定

下の段階に従うことによって電流を測定することができます。ここでは例としてATmega48PAが使用されます。

・ ATmega48PA用のｼﾞｬﾝﾊﾟを取り外してください。

・ このｼﾞｬﾝﾊﾟの2つのﾋﾟﾝに電流計を接続してください。

・ 基板に通電してください。ATmega48PAは既定として活動形態に移行します。

・ その後、電流計で示される電流値を記録することができます。

・ 動作形態をｱｲﾄﾞﾙ形態へ切り替えるためにｷｰを押してください、ｱｲﾄﾞﾙ(Idle)用のLEDが1度点滅します。

・ 同様に電流計の値を記録してください。このように4つの動作形態に対して全ての電流を得るでしょう。

・ 2.5.項内の対応する表と値を比較してください。

図4-4. ATmega48PA用測定構成設定
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